
令和３年度を終えるにあたって 
ようやく正門前の桜のつぼみも膨らみはじめ、春を感じる頃となりました。 

今日で令和３年度が幕を閉じます。振り返ってみれば、日々『新型コロナ』と

向き合い、対応・対策を講じた１年間でした。先日京都府に適応されていた「ま

ん延防止等重点措置」が解除になりましたが、まだまだ予断を許さない状況にあ

ります。一日でも早く、穏やかな普段の生活を取り戻せることを祈りつつも、引

き続き感染拡大防止に向けては、学校でも家庭でも十分に注意する必要があると

考えております。そのような中、保護者や地域の皆様には、ご心配をおかけしていることと存じますが、１年間本

校の教育活動、感染拡大防止にご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。ありがとうございました。 

３月15日には第74回卒業証書授与式、そして本日3月24日は、今年度を締めくくる令和3年度修了式を行い

ました。卒業式は、換気、時間の短縮、マスクの着用などの対策をして、また修了式は、オンライン（Zoom）

による対策をして、それぞれ行いました。 

特に、3年生にとって人生の大きな節目となる卒業証書授与式を挙行し、すばらしい門出をお祝いできたこと

を大変にうれしく思います。138名の卒業生は、部活動の停止や修学旅行の縮小をはじめ様々な活動が制限され

ましたが、最上級生として全校をしっかりリードし体育祭や学校祭をはじめ様々な取組で、白糸の新しい歴史を

築いてくれました。希望を胸に笑顔で白糸中を巣立っていった卒業生の皆さんのこれからの活躍を大いに期待し

ています。１・２年生の皆さんは、コロナ禍の１年で、３年生同様様々な制限はありましたが、「新しい生活様

式」のもと、工夫を凝らした新しい経験を積むこともでき、学習と生活の場面で日々成長する姿を見せてくれま

した。皆さんには、本年度を終えるにあたって、自分自身のこの１年の振り返りをしっかりと行って、４月から始ま

る令和４年度に向かって新たな希望を胸に進級してほしいと思います。 

明日からは、春休みとなりしばらく学校は休みになりますが、現時点では感染拡大防止の対策を図りながら部

活動など、通常に戻す予定にしています。春休み中の行事や新年度当初の予定につきましては、裏面でご確認く

ださい。                               校長 廣瀬直樹・教職員一同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

白糸だより（舞鶴市立白糸中学校） 
通算 1432 号令和 4 年 3 月 24 日発行 

HP: http://shiraito.maizuru.ed.jp 

学校教育目標 自ら学び 心豊かに たくましく生きる 生徒の育成 

卒業証書授与の場面 

 ＜卒業式：式辞より～抜粋～＞ 

皆さんが進むこれからの社会は、変化の著しいものとなるでしょう。「十年一昔」では到底済まない、一年一年そのものが変わ

り続け、激しい変革に戸惑うことも多いと思われます。そんな時、本校での様々な経験や学びで培った力を存分に発揮し、白糸中

学校の校歌で、「耐えよ任あり、共に尽くして、等しく社会の、人となるべし」と歌われているように、一人一人が社会の一員

として、他者と協力し合って、その役割と責任を果たしながら、この激動の時代を力強く生き抜いてほしいと思います。 

 今日は、皆さんに最後にお話する機会ですので、是非これからも覚えておいてほしい言葉を一つお話しします。 

それは、「常に新たに」という言葉です。「常に新たに」は、皆さんが入学以来、親しんできた校訓ですね。白糸中の生徒や

卒業生であればみんなが知っていて、校歌に歌われている言葉です。 

 これからの人生において、現在のコロナ禍がそうであるように、解決につながる前例もなければ、間違いなく正解にたどり着く

マニュアルもない事が自分の前に課題として現れると思います。科学や情報通信などの発展が、私たちの生活をどこまで変えるか

わかりません。また、大規模な地震や水害などの自然災害も起るかもしれません。予測のつかないこと、想定外の事が起こりま

す。重要なことは、苦しい時こそ「常に新たに」の精神で、理想を掲げ、未来志向で最高を目指し、焦らず、慌てず、くじけずに

努力し、地に足の着いた生活をすることだと思います。 

本校を巣立ってからも「常に新たに」を思い出して、一人一人が思い描く幸せな人生を築いてください。 

★ ☆ ★ ☆ ３年生の皆さん卒業おめでとうございます ★ ☆ ★ ☆ 



第７４回卒業証書授与式 3/15
感染症予防のため来賓や在校生の参加がない式になりましたが、
沢山の保護者の皆様に見守られながら、卒業生138名が巣立ってい
きました。合唱「群青」は体育館に響き渡り、感動的な卒業式にな
りました。卒業おめでとうございます。～この学校だよりで在校生
や保護者の皆様、地域の皆さまに卒業式のメッセージを届けます。
～

暖かい日差しが、私たちの次なる道を祝ってくれているかのよう
に感じる今日。私たちは卒業という日を迎えました。白糸中学校で
過ごした３年間は、たくましく成長した私たちをつくってくれた大
切なあゆみの年月です。
少し大きめの制服を着て、新鮮な生活に心躍らせた１年生。先輩た
ちの真似をするのに精一杯な毎日でしたが、ふるさと学習でおこ
なったポハン市との交流では、自分たちで一から案を出してビデオ
を作成し、私たちの色を白糸中学校に咲かせることができました。
新しい環境にも慣れ、中学生らしくのびのびと過ごした２年生。
後輩ができ、部活や委員会など様々な場面で改めて先輩たちの凄さ
を実感しました。新しく始まった単元テストでは毎日自分で計画を
立て、自発的に学習に取り組むことができました。
最高学年として１年を駆け抜けた３年生。たくさんの思い出をみ
んなで作ることができました。自分たちが中心となり、盛り上げた
最後の体育祭。これまでとは違う新しい形の体育祭を成功させるべ
く、私たち３年生は工夫を凝らして準備してきました。本番当日で
は全校生徒が一致団結して楽しむことができ、無事新しい体育祭の
基盤を作り上げました。私たちの思い出を白糸中学校の新たな歴史
のスタートとして残すことができました。
修学旅行は仲間との思い出を残すべく、行く先々で思う存分楽し
むことができました。サファリパークでは普段見ることのできない
大きな動物に大興奮し、車内がとても賑やかになりました。帰りの
バスではみんな疲れて眠ってしまうほど充実した１日となり、本当
に良い思い出となりました。
大きな行事だけでなく、何気ない日常の中にも多くの思い出が詰
まっています。笑い声の絶えなかった休み時間。毎日混み合ってい
た生徒ホール。集中して取り組む中で時には教室に笑い声を響かせ
た授業。勉強で分からないことをみんなで教え合ったこと。盛り上
がった給食ジャンケン。真剣に取り組んだ無言清掃。他にも仲間た
ちと過ごしていく中でたくさんのことがありましたが、どれも大切
な思い出であり、全て私たちがこの白糸中学校で成長してきた証で
す。
これら全ての経験やたくさんの思い出を作ることができたのは、
私たちのことをいつも優しく見守ってくださった先生方や保護者の
方々、また、地域の方々がいてくださったからです。３年間ありが
とうございました。
最後に、ここにはいない在校生の皆さん。頼りない部分もあった
私たちについてきてくれてありがとうございました。これからの白
糸中学校を皆さんに託します。今いる最高の仲間や友を信じ、今あ
る素晴らしい環境を守り、たくさんの思い出を作ってください。
これまでの感謝を胸に、私たち卒業生１３８名は自分たちの夢や
目標に向かって、それぞれの道を歩んでいきます。三年間私たちを
支えてくださって、本当にありがとうございました。最後に卒業生
みんなで合唱『群青』を贈ります。

令和４年３月１５日 生徒代表 林 姫吏

卒業生 「決意の言葉」

会 長 小林 裕介 会 計 岡見 葉美
副 会 長 安藤 美智代 議 長 奥田 康恵
副 会 長 大西 知晴 議 長 山中 宏介
書 記 大戸 由利亜 監 事 上林 英生
会計 監査 前野 愛 会計 監査 松瀬 寛樹

1年学年委員長 前野 愛 副 委員長 森本 亮平
2年学年委員長 今井 茜 副 委員長 近藤 豊
3年学年委員長 林 由紀子 副 委員長 木下 幸生
6組学年委員長 垣内 優美

人権啓発委員長 加川 正信 副人権啓発委員長 小畑 義規
見守り委員長 井上 智史 副見守り委員長 木田 千恵子

本部役員の皆様、各委員の皆様には１年間お世話になりあ
りがとうございました。今後も本校の教育に、ご支援いただ
きますようお願い致します。


